






















































安でのその活動を推知するには、小伝 記し伝えられ 「性滑稽、善談論」こ 重要な意味を有し、改めて検討する必要がある。　『史記・滑稽列伝』の巻頭に司馬遷は「滑稽」について次のように述べる。　　
孔子曰、六芸於治一也。礼以節人、楽以発和、書以道事、詩以達意、易以神化、春秋以道義。太史公曰、天道恢恢、豈不大哉。談言微中、亦可以解紛。
　　







従って、太史公は続けて言う。世を導く天道は広く大きく、あらゆるものを包含する。談笑の 葉で理に適う事を巧みに表現する。これも世の紛糾を解くのに役立つ有用な才能なのである。ここで司馬遷は「滑稽」の意味を主 談笑（談言）で世事に対す 正しい道理を婉曲に言い出す（微中）ことに見出し、これも世の紛乱を解決し治世に資する点で六経の学問に等しいという。　
滑稽の字義および作法に関して、史記索引は「滑は乱をいい、




辯であって度々諸侯に使われたが、未だ嘗て侮られることがなかった。齊の威王が好んで姿を隠しては淫樂に溺れ、長夜の飲耽けて政を卿大夫に任せっきりだっ ので、政治が荒廃し国土は諸侯に侵食され、国は存亡の危機に立たされていた。近臣 誰一人敢て諫めるものがない。そこで淳于髠は、王の庭に大鳥が居て三年経っ も飛ばず鳴かずにいた それは何の鳥かと王に問うた。すると、王はこの鳥一たび飛べば天を沖き、一 び鳴けば人
を驚かすといって政に精を出すようになり、侵略された領土を悉く取り戻した。また楚兵が攻めてきた時、髠が王命を受けてうまく趙の救援軍十万人を引き出して楚兵を退却させた。ご褒美に威王が後宮に置酒して髠に酒を賜ったら、彼はどのぐらい飲めるかとの問いに答えて、自分は一斗飲んでも醉うし一石飲んでも醉うという。王の前で畏まって飲むと一斗だけで が、寛いで美人を抱えて飲むと十斗も行ける。でも飲みすぎると礼儀 乱れ 喜び過ぎると悲しみを招くといった その言葉で王は長夜の飲を止め、斉王の善政が長く続いた。　
また優孟は楚の樂人、多辯でよく談笑をし諷諫をした。時に楚


















でいる。詩は前半に今上も漢帝と同じく皇女を異民族の王に嫁がせる懐柔策を取って世の太平を図る 歌い、後半は皇女送別の悲愁と遥か遠い道中の寂寥とを慰める楽曲の趣旨を並べ挙げた。ちなみに和親策で異民族に嫁いだ皇女は、 漢代では武帝の時烏孫 （ウイグル）王に嫁いだ劉細君と元帝 時匈奴王に嫁いだ王昭君が楽府曲によく歌われて たが、唐代では太宗皇帝の時吐蕃（チベッ
ト）王に文成公主、中宗の時も同じく吐蕃王に金城公主が嫁いでいる。　
わけても、金城公主の外嫁は神龍三年（七〇七）四月に「雍王









ている。この年（七一〇）の正月に 皇帝はまず勅命の「制」を下して、漢代に遡る和親柔遠策の意義を述べ、太宗皇帝が文成公主 吐蕃に嫁がせたことを讃えたとともに、娘を遠くへ嫁がせる親としての辛さを記している。そして金城公主を吐蕃まで送る使者を選定 、皇帝自ら都郊外の始平縣まで行幸して餞別の宴を張った。　　　
其月、帝幸始平縣以送公主。設帳殿於百頃泊側、引王公宰







































































































































































を懐柔する柔遠策をいう。 「絲言」はその勅命。 「弄機女」は天女の織姫、ここでは皇女 喩える。 「織皮人」は毛皮を着用し生活風習が全く異なる異民族を表す。そして「関山月」は干燥した空気に冴えた月が関を夾んで聳え立つ荒涼たる山々を照らす光景をイメージした漢の横吹曲の名、遥か辺境の要塞を越えていく旅人の心中を悲しむ楽曲である。また「粧は道路 塵に消ゆ」と すなわち異国へ嫁ぐ皇女の道中の辛苦と寂寥を紛らす為 馬上で演奏される琵琶琴曲「王昭君」の歌詞を踏まえた詩句である。そして「穠李」は王侯の子女の華やかな婚礼 歌う『詩経・召南』何彼穠矣を踏えて花嫁の美しい姿を桃 花に喩える表現だが、 「小楡」は小楡谷、吐蕃に通ずる険 い山間に 地名、両者の対照は正に嘆かわしいというほかない。つまり、この一首は前半四句で遠い異国へ皇女 嫁がせ 和親柔遠策を詠み 後半はそうした政策に伴う皇女と 親の悲哀を西域由来の楽府歌 寄せながら表したのである。　
改めて弁正の作を見れば、全体の構成は李嶠の詩とほとんど同































（年始めて七歳、朔望に車騎朝堂に至る。金吾將軍の武懿宗、上の厳整たるを忌み、儀仗を訶排し 因りてこれを折せんと欲す。上これを叱りて曰く、吾が家の朝堂、汝に何事か干はらん、敢へて吾が騎従を迫む。則天聞きて特に加へてこれを寵異す。 ） （旧唐書・玄宗紀）
　
時にまだ七歳の李隆基が毎月の朔日と十五日に車騎を整えて朝
廷に上る。京の治安を司る金吾將軍の武懿宗がその儀仗があまりに整然と整えているのを忌み嫌い、これを怒鳴りちらして排除しようとしたら、李隆基は武懿宗を叱りつけて、 「わが家の朝堂だから、お前 何の関係がある。吾の騎従にとやかく口を出すなんてとんでもない」と言い放った。祖母 則天女帝もこ ことを聞くと至って驚き、李隆基 特別寵愛を加えたという。そ は紛れもなく朝堂の主人たる態度にほかならない。　
第二、中宗は弘道元年（六八三）十二月に崩御した髙宗の遺詔



















たら非常な吉兆を得た。その王邸の池から水気が立ち昇り、見たものはそれを「龍の気」だといった。四月、中宗が李隆基邸に行幸し、池に楼船 作って遊ん 。五月、前州司兵参軍の燕欽融が上書して皇后が国政を干渉し安樂公主や武延秀らが王朝の宗社を危くすると訴え、帝は怒って彼 召し出してその場で撲殺させた。一方、安樂公主は皇太女になりたいため、皇后と共謀して中宗に鴆毒を進め、六月壬午、中宗ついに毒に遇って崩御し 皇后韋氏らは先ず中宗の崩御を秘して温王の李重茂を皇太子に立て、韋氏は皇太后として臨朝稱制する。間も く臨淄王の李隆基が叔母の太平公主と手 組んで挙兵し、韋氏一味 誅殺し 。　
この間、李隆基の下に出入りしたものには道士の馮道力や處士
の劉承祖など占兆を得意とするものが多かったが、時勢の赴くところを洞察する力があれば、次の皇位継承者に誰 相応しいことは自ずと知られるであろう。弁正は正しくこの年 お らく二月に李嶠らの応制詩を擬して「与朝主人」詩を作り、李隆基の自覚を促していた である。　
それにしても、臨淄王の李隆基に対して詩を「与える」とは紛
























（晋の明帝数歳にして元帝の膝上に坐せしとき、人有り長安より来る。元帝、洛下の消息を問ひ、潸然として涕を流す。明帝問ふ、何ゆえ泣くを致すや。具に東渡の意を以てこれに告ぐ。因りて明帝に問ふ、汝が意に謂らく 長安は日の遠きに何如？荅へて曰く、日遠し 人の日辺より来るを聞かず、居然として知るべし。元帝これを異と 。明日群臣 集めて宴会し、告ぐるにこの意を以てす。更に重ねてこれ 問へば、乃ち荅へて曰く、日近しと。元 色を失ひて曰く、爾、何故に昨日の言に異るや？荅へて曰く、目を挙ぐれば日を見、長安を見ずと。 ）
　
世説新語・夙惠篇は早熟した機知を物語る小説である。東晋の

























太子されたが、この消息が唐にもたらされたのは第八回遣唐使によってであろう。そしていよいよ日本に向って発とうとする日、道慈は十六年間唐で修学を積み重ねてきた学識を胸中に懐き、帰朝後の自らの抱負を皇太子へ 祝福とし 詩 表出し である。その傍に弁正と息 の朝元 いたであろう。弁正は朝元のことを道慈に頼んだもの 思われる。弁正と道慈の関係は深い。もともと玄学に精通する弁正は道慈と同門の三論宗の仏徒であった可能性が高い。二人の関係は在唐の間に更に深まった。道慈小伝からその一端を挙げてみよう。　　
時唐簡于国中義学高僧一百人、請入宮中、令講仁王般若。法師学業穎秀、預入選中。唐王憐其遠学、特加優賞。
　　






ることを思えば、法師の帰朝に比較的近い留学の後期ではなかったかと思われる。李隆基は景龍四年（七一〇）のクーデター直後皇太子に立てら 朝廷の政治を握り、そして先天元年（七一二）に即位して玄宗皇帝となった。道慈法師の宮中講経は玄宗朝の出来事であっ 確率が高い。だとすれば、玄宗 側近に同じ 経験をもつ弁正がいたことの意味は大きい。弁正は の時、改めて道慈と旧交を温めたに違いない。　
道慈の絶句は弁正の一首と同じ場で作られたなら、そこに弁正






















横田健一「 『懐風藻』所載僧伝考」 （ 『白鳳天平の世界』創元社、












































Bensho : a Japanese poet who supported the golden age
of the Delegation to Tang Dynasty
HU, Zhiang
キーワード：懐風藻、釈弁正、遣唐使
Key words ：Kaifusou, Bensho, The Delegation to Tang Dynasty
